
富岡漁港海岸（仏浜地区） 粘り強い海岸堤防の計画
重要港湾 相馬港

被災前 【 平成 23 年 2 月撮影 】

富岡漁港海岸
（仏浜地区）

東京電力
福島第一原発
半径１０km圏内

被災後 【 平成 24 年 12 月撮影 】

平成23年3月11日
東日本大震災

富岡漁港の津波襲来
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富岡漁港海岸(仏浜地区)

海岸堤防の被災状況

津波による堤防崩壊のプロセス
③ 引き波

津 波(引き波)

堤防の崩壊と流出 堤防背後の洗掘

② 越 波 ① 津波襲来
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津波による洗掘
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粘り強い堤防の構造

引き波にも強く

流れ方向を変え基礎を洗掘から守る

根入れを１ｍ確保し
基礎を洗掘から守る 基礎を深くし

洗掘から守る

天端(てんば)・裏法(うらのり)を厚くし
強くする。［20cm(従前)⇒50cm(復旧)］

堤防高さの嵩上げ

新しい高さ T.P＋８．７ｍ

現在の高さ T.P＋６．２ｍ

堤防は２．５ｍ高くする

Ｌ２

Ｌ１

Ｌ１ 数十年から数百年に一度 暮らしを守る
防災対策
(施設整備目標)

Ｌ２ 数百年から千年に一度 人命を守る
減災対策
(ハード＋ソフト)

想定津波の考え方と対策

既設の堤防を活用

富岡漁港

津 波(越波)

南防波堤



施設の被災状況

富 岡 漁 港 の 被 災 と 復 旧 計 画
【 平成 23 年 3 月撮影 】
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発注者 ： 福島県相馬港湾建設事務所
受注者 ： 横山・三国屋特定建設工事共同企業体
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①

①

②

③

富岡漁港の被災状況

②

防波堤の流失

防波堤の倒壊
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